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【授業の主題】 

 尊厳を守り自立を支援する基本理念をもとに、地域を基盤とした生活の継続性を支援するため

の仕組みを理解し、介護福祉の専門性としての能力と態度を養う。 

 【到達目標】 

１）福祉職のみならず、関連領域である保健医療分野や行政機関等とのチームアプローチについ

て、その意義と実践方法を学ぶ。 

２）権利擁護、虐待防止、個人情報の保護など、現状に見る課題と関連させながら学習する。 

３）介護場面における、倫理的課題に対応できるための基礎となる能力を養う。 

【授業計画・内容】 

第 １ 回 介護実践における連携の意義と目的 

第 ２ 回 関連領域の理解と相互連携 

第 ３ 回 介護職員間の連携とチームアプローチ 

第 ４ 回 協働する多職種の役割と機能 

第 ５ 回 地域連携の意義と目的 

第 ６ 回 インフォーマルな地域資源の開発と相互連携 

第 ７ 回 ケアマネジメントと多職種連携 

第 ８ 回 介護福祉士の専門性と倫理 

第 ９ 回 介護と利用者の人権、権利擁護 

第１０回 尊厳を支える介護と虐待防止 

第１１回 利用者の個人情報とプライバシー保護 

第１２回 高齢者の個人情報から学ぶ尊厳と人権 

第１３回 児童・障害者の虐待事例から学ぶ尊厳と人権 

第１４回 介護福祉士会倫理綱領と専門職の職業倫理 

第１５回 まとめ 

【授業実施方法】 

 基本的には講義形式で行う。 

【授業準備】 

 講義内容を確認し予習を行う。倫理に関する最近の問題について、新聞や参考書で確認する。 

【主な関連する科目】 

 介護の基本、生活支援技術論 

【教科書等】 

「新・介護福祉士養成講座４介護の基本Ⅱ 第４版」  ＜中央法規＞ 

【参考文献】 

 適宜、紹介します。 

【成績評価方法】 

 小試験・前期定期試験等９０％、授業態度等１０％により総合的に評価する。 

【学生へのメッセージ】 

 連携・チームワークは、それぞれの分野の持つ専門的な役割と機能に、お互いに関心を持ち、 

敬意を持つことが基本となります。積極的に授業に参加し、知識の獲得に努力しましょう。 
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